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Abstract

Pｒoject-Based Learning (PBL) is one of the collaborative learning. Some researchers proved

educational effects of PBL (Thomas, 2000), but it is very difficult for teachers to introduce

PBL into their own classes. This article reports one elementary school teacher's introduction

of PBL into his class (Maeda,2005) and analyses his practice using SCAT(Stepsfor

Cording and Theorization).SCAT is aqualitative analysis developed by Ohtani(2007).By

examining learner's self-assessment in Foreign Language Activities at an elementary school,

this paper evaluates learner's collaborative learning, verifies the effects of PBL for Japanese

elementary school students, and points out four features found in learner's growth through

collaborative learning.
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1.は じめ に

近年,日 本の教育は社会の大きな変化により転換

期を迎えている.人 工知能(AI)や タブ レッ ト端末

などの発展から,従 来の知識 ・技能を覚えるだけで

よか った産業化社会から,そ の知識 ・技能を使 って

何ができるかを求められる知識基盤型社会へと変わっ

てきてい る(奈 須,2017).小 学校学習指導要領

(文部科学省,2017)の 第一章の総説にある改訂の

経緯(p.1)に,「 このような時代 にあって,学 校教

育には,子 どもたちが様 々な変化に積極的に向き合

い,他 者と協働 して課題を解決 してい くことや,様 々

な情報を見極め知識の概念的な理解を実現 し情報を

再構成す るなどして新たな価値にっなげてい くこと,

複雑な状況変化の中で 目的を再構築することができ

るようにす ることが求められている.」 とある.っ

まり,児 童 ・生徒の自主性や主体性,他 者との協働

的な学び,考 える力,そ して実行す る力が求められ

ているのである.こ のような資質 ・能力を身に付 け,

社会を生きていくために,学 習内容と社会を結びっ

けるような 「主体的 ・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業改善を していくことが教育現場の教員に

求められている.そ のような授業を実現す るために

注 目されているのが 「協働学習」である.協 働学習

は,従 来の一一斉授業ではなく,学 習者が他者 との協

働的な学びによって行われる学習者中心の授業であ

る.協 働学習を取 り入れた授業では学習者の意欲の

向上や上述 した資質 ・能力の向上が期待できる(黒

木 ・島谷,2018).

次期小学校学習指導要領から教科化が決定 した小

学校英語であるが,本 論文は,実 際に小学校の外国

語活動の授業で協働的な学びが行われた授業実践の

成果を,当 時の児童の自己評価カー ドの質的分析か

ら検証することを 目的とする.
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2.協 働 学習

2.1プ ロ ジ ェ ク ト型 の 協 働 学 習

本 論 文 で検 証 され る協 働 学 習 の授 業 は,「 プ ロ ジ ェ

ク ト型 の 協 働 学 習(Pr(オect-BasedLearning:以 下

PBL)」 が 採 用 され て い た.ま ずPBLの 定 義 や 効 果,

そ して 課 題 な どの 先 行 研 究 にっ い て ま とめ る.

Thomas(2000:1)は,PBLの 定 義 に っ い て,

Jones,Rasmussen,&MofHtt(1997)とThomas,

Mergendoller,&Michaelson(1999)を 引 用 して,
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次の ように説 明 してい る.

"Projectsarecomplextasks
,basedonchallenging

questionsorproblems,thatinvolvestudentsin

design,problem-solving,decisionmaking,orin-

vestigativeactivities;givestudentstheoPPortu-

nitytoworkrelativelyautonomouslyover

extendedperiodsoftime;andculminateinrealis-

ticproductsorpresentations."

っ ま りPr(オect型 の協 働的 な学 習で は課題 ・問題

を解決す るために,そ の手法や調査 を学習者 自身が

考え行 うとい うもので,さ らには一時 間の授業 では

な く,比 較的長 い期 間によ って行われ るものであ る.

またPr(オect型 の協 働学 習で は,成 果 が創 作物 と し

て 目 に 見 え る形 で 残 る.ま た 他 の 特 徴 と して

Authentic(真 正的)な 内容 ・評価,フ ァシリテ イター

と しての教師,協 働 的な学 び,内 省,様 々なスキル

の統合,明 示的 な教 育的 ゴール などが あ ると述べて

い る.

PBLの 定義や特徴 の多様 性,評 価 の難 しさなどか

ら,PBLを 一般化す ることは困難であ るが,Thomas

(2000:3-4)は,PBLに 必要 な5っ の基 準 を提案 し

てい る.

1.PBLprojectsarecentral,notperipheralto

thecurriculum.(Pr(ヵect型 の 協 働 学 習 は カ リ

キ ュ ラ ムの 中 心 で 行 わ れ るべ き もの で あ って,

カ リキ ュラ ムの枠 外 で行 われ るべ きで は ない.)

2.PBLprojectsarefocusedonquestionsor

problemsthat"drive"studentstoencounter

(andstrugglewith)thecentralconceptsand

principlesofadiscipline.(Pr(加ct型 の 協 働

学 習 で は 答 え の は っ き り と した 課 題 で は な く,

学 習 者 にそ の 学 問 や 概 念 の 核 心 に駆 り立 て る

よ う な課 題 で な けれ ば な ら ない.)

3.Projectsinvolvestudentsinaconstructive

investigation.(Pr(オect型 の 協 働 学 習 で は,学

習 者 が あ る物 事 に対 して 解 釈 を 行 う こ とや 新

しい 知 識,技 術 を 身 に 付 け る よ う な調 査 が 行

わ な けれ ば な らな い.す で に身 に付 け られ た

知 識 ・技 能 に よ って の み 行 わ れ る も の は

Pr(恥ct型 の 協 働 学 習 にお け る調 査 とは 呼 べ

ない.)

4.Projectsarestudent-driventosomesignifi-

cantdegree.(Project型 の 協 働 学 習 は,教 師

主 導 で は な く,学 習者 が 中 心 と な り 自律 的 に

進 め て い くもの で あ る.)

5.Projectsarerealistic,notschool-like.

(Pr(加ct型 の 協 働 学 習 は,ト ピ ックや 学 習 者

の 役 割 な どが,学 習 者 の 現 実 世 界 に あ った 真

正 性 の あ る もの で な けれ ば な ら な い.)

また玉木(2009:236)は,プ ロジ ェク ト型 の学

習 にっ いて,「 プ ロジ ェク ト学習 はいわ ゆ る 『問題

解決学習 』で,具 体 的 には作業 を通 して,学 習者 自

身が問題解決過 程をた ど り,学 習者 の創作 ・構成能

力が促進 され,そ の中に学びが生成す るとい うもの

で ある.」 と述べ ている.ま た津 田(2016)は,協 働

学習 を通 して,学 習者 が,学 習 に対 して主体 的に取

り組むだ けでな く,仲 間の考えや思考 のプ ロセス を

知 ることによ って多彩 な視点 を持 っ ことがで き,メ

タ認知能力を高め ることがで きると指摘 して いる.

以上 がPBLの 定 義,特 徴,そ してPBLの 成 立 を

判断す るための基準であ る.

2.2協 働学習 とICT

日本 の教育 分野 において は,「 協働 学習 」 の定義

が十分に議論 されてお らず,「共 同」,「協 同」,「協働」

が,あ いまいな認識 で とらえ られて い るのが実情で

あ る.香 川(2005)に よると,た だ 「一緒 に」 とい

う意 味の 「共 同」 に対 し,「力 を合わせ る」 ニ ュア

ンスが あるのが 「協同」 と 「協働」 であ り,さ らに,

「協働」 が 自立 した主体が 力を合わせ るの に対 して,

「協 同」 は力 の足 りない者 同士が 力を合わせ 一一つ の

課題を解決す るというニュアンスがあ ると説 明 して

い る.ま た,坂 本(2008)は,「 協働学習」 の3つ の

特質 と して,1)「 他 者」 との 出会 い,2)学 習者

の高 い 自律性 と対 等 なパー トナーシ ップ,相 互の信

頼関係 の構築,3)学 習 目標や課 題,価 値観 及び成

果の共有を挙 げて いる.

協働学習は,ICT(InformationandCommunication

Technology:情 報通信技術)を 用 いる ことによ って,

そ の教育的効果を 向上 させ ることがで きると言われ,

さまざ まな実践 が報 告 され てい る(長 谷川,2016).

黒木 ・島谷(2018)は,ICTを 用いた協働学 習を成

功 させ る条件 と して次 の3点 をあ げて いる.

1.ICTを 活用 した他者 との出会 い:ICTを 活用

す る ことで,地 域 内は もちろん,地 域外 の者

同士,さ らには外 国の人々とでも容易にコミュ

ニケー シ ョンを果たす ことが可能 となる.

2.自 律的情報取集 と関係性の構築:自 分が何 を

求めて いるのか をICTを 活用 して収集 し,そ

れ らを把握 した うえで,他 者 と対等 な関係性

を作 り上 げてい くことが必要で ある.
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3.ICTに よ り多様 化 され た学 習 目標 ・課題 ・価

値 観及び成果 の共有:ICTを 用 い ることで 目

標 や課題 の多様 化を図 り,成 果 を多様 な形 で

共有で きる.

第一回の国際交流後 に実施 された ア ンケー ト結果 は,

児童 の学習意欲 の高まりを示 していた(前 田 ・島谷 ・

小桐,2018年6月).

4.分 析方 法

3.実 践 につ いて

本研究の対象 とした実践は,熊 本大学教育学部附

属小学校第6学 年の児童が外国人留学生(交 流 した

外国人留学生の出身国は,フ ィリピン,イ ンド,バ

ングラデシュ,モ ロッコ,ガ ボ ン,ホ ンジュラス,

マ レーシア,中 国,カ ザフスタンの9か 国)と 外国

語と日本語の交流会 を企画 し実行 していくという

2003年 度に前田(当時熊本大学教育学部附属小学校

教諭)が 実施 したプロジェク ト型の協働学習である

(前田,2005).こ の実践が行われたのは,「英語活動」

が 「総合的な学習の時間」の中の国際理解教育の一

環として取 り扱われていた時代である.15年 前の実

践ではあるが,当 時の 「英語活動」は,必 修科 目で

はなく,学 校単位の裁量で比較的 自由に実施されて

お り,極 めて先駆的で,実 験的な協働学習を,約1

年間という長期的スパンで実施することができた.

本稿は,小 学校英語活動における協働学習の成功

実践例として報告された研究発表の分析部分を中心

にまとめられたものである.報 告 された実践は,前

述 したThomas(2000)のPBLに 必要な5つ の基

準に合致 しており,数 少ない真正な小学校での協働

学習の実施記録であった.児 童たちは 「国際交流を

成功させよう」 という目標に向って,自 律的 ・主体

的に計画を立て,英 語の練習,交 流相手の国の調査,

そ してルーブリックを用いて自己評価を行っている.

小学校高学年になると児童の英語学習に対する意欲

が下がるという点が当時の問題点の1っ であったが,

今回の分析では,当 時の児童が書 いた 自己評価 カー

ドの 自由記述 をSCAT法(StepsforCordingand

Theorization)と 呼ばれ る言語 デー タを質 的 に分析

す る手 法 を用 いて 分析 を行 った.SCAT法 は,大 谷

(2008)が 開発 した質 的 な分析法 の一つ で,一 つだ

けのケースの デー タや アンケー トの 自由記述欄 など

の小規模の質的デー タの分析 に有効 な手法であ る.

SCAT分 析 で は,ま ず観察や イ ンタ ビュー などで

得 られた 言語 デー タをセ グメ ン ト化 し,そ こか ら表

中 にあ るように〈1>デ ー タの中 の着 目すべ き語句,

<2>そ れ を言い換え るた めのデー タ外の語句,〈

3>そ れ を説 明す るため の語句,<4>そ こか ら浮

き上が るテーマ ・構成概念の順 に左か ら右 の項 目に

コー ドを付 けてい くという4つ のステ ップの コーデ ィ

ングと<4>で 表 出 したテーマ ・構成概念 を紡いで

ス トー リーを記述 し(ス トー リー ライン),そ こか

ら理論 を記述す る(理 論記述)と い う手順を とる.

表1～8は 大谷が公開 してい るマ トリクス表 を用 い

た もの になる.

5.分 析結 果

今回の分析では上述 した ように当時 の児童の一一人

が記述 した4日 分 の 自己評価 カー ドの 自由記述 にっ

いて分析 してい く.ま ず 初め に6月29日 の記述か ら

見て い く.表1は,6月29日 の児 童の 自由記述 を分

析 した結果を まとめた ものであ る.

表1目 標 「英語で自己紹介ができる」(6月29日)の 自己評価カー ドの分析

番号 発話者 テクス ト <1>テ クス ト中の注 目す

べき語句

<2>テ クス ト中の語句

の言いかえ

<3>左 を説明するよ うな

テ クス ト外 の概念

<4>テ ーマ ・構成概念

(前後や全体の文脈を考

慮 して)

1 学習者

(6129)

今 日は、班の一人の人を留学生

として質 問をした りした。だ

が、あま り大きな声や笑顔 で話

す ことができなかった。

班の一人の人を留学生

として質問、大きな声や

笑顔 で話す こと、できな

かった

役割練習、

コミュニケーシ ョン

能力、

反省

シミュ レーシ ョン、

言語外のコ ミュニケー

ション能力 、内省

シミュ レーションを通 し

て、自分のできてい ない点

について振 り返 り

2 学習者

(6129)

今 日学 んだ事は、交流会の時は

どんな ときで も笑顔 で話す と

い うこ とだ

今 日学んだ、交流会 、

笑顔 で話す

学び、交流会、

コミュニケーシ ョン

能力

学習、異文化交流、

言語外のコ ミュニケー

ション能力の重要 さ

言語外のコ ミュニケーシ

ョン能力の重要 さにっい

て気づき

3 学習者

(6129)

まだ、自己紹介 の準備ができて

いないので まに合わせて、学び

のた くさんあり、留学生の人た

ち も楽 しめる会に したい。

学びのたくさんあ り、私

達も留学生 も楽 しめる

交流会 にしたい

異文化交流、成功への

意欲 、

学びの創造

異文化交流、

学びを創造する意欲

学びの創造のある活動に

するための意欲
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6月29日 の本時 の 目標 は,「 英語 で 自己紹介 がで

きる」 という もので,表1の 「テ クス ト」 に書 かれ

て いる ことは,学 習者 の 自由記述 であ る.こ れ らを

SCAT法 の手順 に従 い<1>～<4>の 順番 に コー

ド化 し,<4>で テーマ ・構成概念 と して,「 シミュ

レー シ ョンを通 して,自 分ので きて いない点にっい

て振 り返 り」,「言語外 の コミュニケーシ ョン能力の

重要 さにつ いて気づ き」,「学びの創造 のあ る活 動 に

す るための意欲」を導 きだ した.

表2は,表1の 分析 か ら導 き出 した ス トー リー ラ

インと理論 記述で あ る.6月29日 の授業で は,こ の

学習者 は 自分 ので きてい ない部分 に気づ き,そ して

最終 目標 であ る交流会を成功 させたい とい う前向 き

な気持ち になってい る.

ここで注 目すべ き点は,理 論 記述 にある 「グルー

プでの学習 を行 うことで,言 語外 の コミュニケーシ ョ

ンに必要 な技能 にっいて学習す る ことがで きる.」

であ る.こ の学習者 はグルー プで交流会 を想 定 した

活動を通 して,コ ミュニケー シ ョンを円滑 に進 め る

ため に必要 な技 能 に関 して 自ら気 づき,そ して学習

して いる ことがわ か る.こ れ は,プ ロジ ェク ト型 の

協 働学習 によ って児童が必要 な技能,あ るいは 自分

に欠けている技能,特 に英語だ けでなくコミュニケー

シ ョンを円滑 に進め るための身振 りにっ いて気づ き,

主体的 に学んで い ることを示 して いる.ま た,自 分

達だ けのためにす るので はな く,自 分達 も留学生 の

人たち も楽 しめ る交流会 に したい とい う明確 な 目標

と意欲 の高 ま りもみ られ る.ま た表1,2の 分析 中

の 「シ ミュ レー シ ョンを通 して」 という言葉 にもあ

るように,こ の学習者 は交流会を想定 した活動を行 っ

てお り,そ こか ら言語 外の コ ミュニケーシ ョン能力

の重要性にっ いて学 んでいる.こ れ は検証対象 とな っ

た協働学習が真正性のあ る活動を行 って いた と考え

られ る.

次 に7月1日 の記述 の分析結果 にっ いて見てい く.

7月1日 の本時の 目標 は 「自分の役割が分か る」 と

い うものであ った.

表3の テクス ト番号1の 「役割 を決め る時,だ れ

が どの係 にな るかで もめて しま った.」 とい う記述

か ら,グ ルー プにお け る役割 にっ いて,ま た児童 同

士の意見の衝突 についての記述があ ることがわか る.

これ らの記述 を6月29日 の分析 と同様 の手順 を踏

み,「 協働 学習 にお け る リス クの克服」,「責任 を果

たす」,「全員参加型 の異文化交流 の実現 に向 けた意

欲」 というテーマ ・構成概念 を導 き出 した.表4は,

これ らの分析か ら得 られたス トー リー ライ ンと理論

記述であ る.

7月1日 の授業では グルー プ間での衝突があ った

表26月29日 の自己評価カー ドの分析におけるス トー リーラインと理論記述

ス トー リー ライン(現 時点で

言えること)

シ ミュレーシ ョンを通 して言語外の コミュニケーシ ョン(声 量や笑顔)の 部分ができていない とい うこと、またその重要 さ

に気づ くとともに、学びの創造のある交流会 にしたい とい う意欲が高まっている。

理論記述 ・グループでの学習 を行 うことで、言語外 のコミュニケー ションに必要 な技能について学習することができる。

・目標の明確 なプロジェク トでは学習者 の学習意欲が高まる傾向にある。

表3目 標 「自分の役割がわかる」(7月1日)の 自己評価カー ドの分析

番号 発話者 テ クス ト <1>テ クス ト中の注

目すべき語句

<2>テ クス ト中の

語句 の言いかえ

<3>左 を説 明す るよう

なテクス ト外の概念

<4>テ ーマ ・構成概念

(前後や全体 の文脈を考慮 し

て)

1 学習者

(711)

役割を決める時、誰が どの係 に

な るかでもめて しまった。

しか し、交流会の内容 がだいた

いわかった。なので 自分 の役 目

をきちん とはた したい と思 う。

役割 ・自分の役 目、

もめて しまった、き

ちん とはたす

自分 の責任、意 見

の衝突 、

グルー プにおける

責任感

協働学習におけるリス

クと義務

協働学習におけるリスクの克

服、責任 を果 たす

2 学習者

(711)

交流会の時は、留学生の方や 自

分達 も楽 しめるように、がんば

りたい と思 った。

交流会、留学生 の方

も自分たち も楽 し

める、がんば りたい

異文化交流、参加

型 の活動、成功 へ

の意欲

全員参加型の異文化交

流、実現への意欲

全員参加型の異文化交流の実現

に向けた意欲

表47月1日 の自己評価カー ドの分析におけるス トー リーラインと理論記述

ス トー リー ライン(現 時点で

言えること)

この学習者 は協働学習を通 して意見の衝突とい うリスクを克服 しつつグループ内での責任 をしっか りと意識 している。 また

全員参加型の交流会に向けてさらに意欲 が高まっている。

理論記述 ・協働学習では意見の衝 突 とい うリスクが伴 うが、一人一人の責任感や 、グループでの目標達成に対す る意欲を高めること

がで きる。
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ことがわか るが,衝 突 があ りなが らも交流 会にお け

る自分の役割を果た したい とい う気持ちや交流相手

も十分 に楽 しめ るような会 に したい とい う気持ちが

芽生えてい ることが うかがえ る.

この 自己評価 の分析結果 の注 目すべ き点は,表4

の理論記述 にあ る 「一人一人 の責任 感や,グ ルー プ

での 目標達成 に対す る意欲を高めることがで きる.」

であ る.児 童が しっか りと自分の役割 に対 して責任

を持っ,ま た は果た そ うと してい ることが分析 の結

果わか る.ま た 「協働学 習では意見 の衝突 とい う リ

ス クが伴 う」 とあ るように,意 見 の衝突 が見 られ る

が,こ の ような意見 の衝 突は基本的 に 自分たちで解

決 させ ていた.こ れ らか ら,こ の実践 が教 師の一方

的 な指導で はな く,児 童 同±の協働的 な学 習 と して

機能 していた と考え られ る.

次に7月5日 の記述の分析結果 にっいて見てい く.

この 日の 目標 は 「相手の国を知 ることがで きる」 と

い うもので あ った.テ クス トとそ の分析 については

表5に 記載す る.

この 日の授業では交流相手 について学んだ ことの

報 告,そ して交流相手 の国や文化 にっ いて本や イン

ターネ ッ トを用 いて調べて いる.表5に あるよ うに,

「交流 前 の情報収 集」,「事 前準備 の重 要 さ」,「自律

的 な情報 収集 」,そ して 「目的 に応 じた 情報収集 の

手段」 というテーマ ・構成概念 を導 き出 した.そ し

て これ らの分析か ら得 られたス トー リー ラインと理

論記述は表6に 示す もの となった.

7月5日 の授業 では交流相手 にっ いて調べ,相 手

の 国に関す る知識 を増や し,関 心 を高め てい る.ま

た知識 を得 るだ けで な く,自 分 にと って どの ような

方法が調べやす いのか という こと,っ ま りは情報収

集 に関す る技能を改めて考えてい る.

7月5日 の分析 結果で注 目すべ き点は,表6の ス

トー リー ラインと理論記述 にあ る 「自律的 な情報収

集」か らわ か るように,児 童は異文化へ の興味 ・関

心 を深め るだけで な く,自 律的 に調べ る手段 や情報

を選 んでい る点 であ る.特 にこの児童 は,表5の テ

クス ト2に あ る 「イ ンターネ ッ トはいち どにた くさ

んの情報を見れ るが中 には必要の ない ものがあ る」

という記述 か ら,教 師に勧め られた手段 だ けで調べ

るので はな く,本 のほ うが 自分 に合 ってい るとい う

ことを 自分 で判 断 して いる.こ れ は児童 が主体的 ・

自律的 に学んでい ることを示 して いることがわか る.

最後 に7月7日 の記述 の分析結果 にっ いて 見て い

く.こ の 日の 目標 は 「きちん と最後の準備がで きる」

というもので,交 流会 前の リハ ーサ ルを行 った 日で

あ った.こ の 日の記述 そ して分析 をま とめた もの は

表7の ようにな った.

表7の テクス ト番号1と2か らわか るように,こ

の児童 は他 の学習者 の努 力 にっ いて驚 き,そ して

ALT(外 国語指 導助 手)に ア ドバ イスを もらい英語

を使 うことに対す る自信 を高 めてい る.ま たテ クス

ト番号3に あ るように,交 流会 の リハ ーサルの中で

「歓迎 の気持 ち」 を持っ とい う 自分たち に足 りて い

表5目 標 「相手の国を知ることができる」(7月5日)の 自己評価 カー ドの分析

番号 発話者 テ クス ト <1>テ クス ト中の注

目すべき語句

<2>テ クス ト中の語

句 の言いかえ

<3>左 を説明す る

ようなテクス ト外

の概念

<4>テ ーマ ・構成概念

(前後や全体 の文脈 を

考慮 して)

1 学習者

(715)

今 日は、ラニさんの国であるフィリピンに

ついて調べ た。その中で一番驚いた ことは、

フィリピンは一年中暑い とい うことだ。 日

本 と違い四季がな く、夏 か秋 しかない。だ

か ら、ランさんは とても暑い所で生活 して

い ることを学べた。

ラニ さんの国、一番

驚いた こと、 日本 と

違い四季がなく、学

べた

他 国、異国への関

心、学習

交流相 手への興

味 ・関心、事前の

情報収集

交流前の情報収集、事前

準備の重要さ

2 学習者

(715)

私は、まず はコンピューターで調べてその

後図書館 に行 った。インターネ ッ トはいち

どにた くさんの情報を見れ るが中には必要

のないものがあるが、本 だと写真な どもあ

り分か りやすい ことが分 か り学べた。

コンピューターで

調べて、図書館、イ

ンターネ ッ ト、本、

分か りやす いこと

が分か り学べた

イ ンターネ ットや

本 を用いた調べ学

習、収集手段の学習

自律的な情報収集 自律的な情報収集、目的

に応じた情報収集の手

段

表67月5日 の自己評価カー ドの分析におけるス トー リーラインと理論記述

ス トー リー ライン(現 時点で

言えること)

この学習者 は交流相手について調べることを通 して、異文化に対 して興味 ・関心 を強めるとともに、自律的な情報収集 とその

手段 にっいて学んだ。

理論記述 ・調べ学習を通 して異文化への興味 ・関心 を深めるだけでな く、 目的に応 じた情報収集 の手段について学び、 自律的な学習へ

とっながる。
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ない部分 にっ いて気づ き,修 正 しようと してい るこ

とがわか る.こ れ らの分析 か ら得 られ たテーマ ・構

成概 念 は,「 各 学習 者 の役 割 に対す る評 価」,「ALT

か らの賞賛 によ る自信の 向上」,「活動 をよ りよ くす

るため に歓迎の気持ちを持っ ことの重要 さ」の3っ

であ る.そ して これ らのテーマ ・構成概念 か ら導 き

出 したス トー リー ラインと理論記述は表8の ように

なった.

表8の 理論記述 にあ る 「協働学習 では,学 習者 は

他者 とのかかわ りを通 して活動を成功 させ る意欲や

自信を高め,自 分達 に不 足 してい る部分 について気

づ き,修 正す ることが できる.」 か らわか るように,

この児童は協 働学習を行 ってい く中で意欲が高 まり,

そ して 自分や 自分の所属 してい るグルー プに何が足

りない ものを客観的 に振 り返 ることがで きてい るこ

とがわ か る.ま た表7の テ クス ト2が 示す よ うに,

この学 習者 はALTに 質 問す る ことで 「自己紹 介の

内容」 という 自分が悩んで いる問題 を解決 し,さ ら

に自信 を高めて いる.こ の ことか ら,学 習者 間は勿

論の こと,ALTと の交 流が行 われ ていた ことがわか

る.

6.ま とめ

今 回のSCAT法 を用 いた質 的分 析 に よ って 明 ら

か にな った点 は,プ ロジ ェク ト型 の協働学 習 にお け

る学習者 の成長 であ る.発 見 された学習者 の学び の

特徴 と して,次 の4点 があ る.

1)学 習者一 人一人が責任 を持 ち,教 師で なく自分

たちが中心 とな って学習活動 を進めて いる.

2)学 習者 は,学 習者 間,ま た は指 導者 と相 互にや

り取 りを しなが ら,真 正性 のある 目標 実現 にむ

け,意 欲 を維持,ま たは 向上 させて いる.

3)学 習者 は,協 働 して取 り組 む活動 を通 して,知

識のみで はな く,目 標 達成 に必要 な技能 を身 に

っ けてい る.

4)学 習者 は,振 り返 りを通 して,そ の 日に学んだ

ことや 自分 に足 りて いない点 にっ いて 自己評価

して,学 びを深 めてい る.

これ らは,先 述 のThomas(2000)で 示 され た

PBL実 現のため の基 準を満たす ものであ る.特 に,

小学生段 階においてで も,学 習者が 中心 となった 自

律的学習を進め ることがで きてい る実例で あること

表7目 標 「きちんと最後の準備ができる」(7月7日)の 自己評価 カー ドの分析

番号 発話者 テクス ト <1>テ クス ト中の注

目すべ き語句

<2>テ クス ト中の語

句の言 いか え

<3>左 を説明す る

よ うなテクス ト外

の概念

<4>テ ーマ ・構成概念

(前後や全体の文脈を

考慮 して)

1 学習者

(717)

今 日は、リハーサル をした。司会役の人は、

私達 が知 らない問にい ろいろなこ とを考

えていてとて も驚いた。

リハーサル、司会役

の人、 自分の知 らな

い間に、驚いた

最終準備、交流会に

おける他の学習者

の役割、評価

プロジェク トの最

終段階、他の学習

者 の役割に対す る

評価

各学習者の役割に対す

る評価

2 学習者

(717)

自己紹介で言 う言葉 が分か らなくてジュ

リー先生 にきくと、とてもいいアイデ ィア

だ と、ほめて下さった。なので明 日はぜひ

成功 させたい。

ジュ リー先生にき

く、ほめて くださっ

た、明 日はぜひ成功

させたい

ALrか らのア ドバ

イス ・賞賛、

成功への意欲

ALrか らの助言、

自信

ALrか らの賞賛による

自信の向上

3 学習者

(717)

それ と、今 日はカル タのゲームをや った。

その中で正解 した ときに拍手を しなかっ

た人 がほんのイ可人かいた。で もその何人か

がいるだけで全体がいやなかん じにな る

ので、今 日学んだみんなが歓迎の気持 ちを

持 っ とい うことを考 え、明日の交流会 を迎

えたい。

拍手 をしなかった

人、

全体が嫌なかん じに

なる、歓迎の気持 ち

をもつ

ため らいが ちな学

習者 、

嫌な雰囲気、

歓迎の気持 ち

非参加型な学習

者 、コミュニケー

シ ョン方略(お も

てな しの気持ち)

活動をよ りよくするた

めに歓 迎の気持ちを持

っ ことの重要 さ

表87月7日 の自己評価カー ドの分析におけるス トー リーラインと理論記述

ス トー リー ライン(現 時点で

言えること)

この学習者は他 の学習者 やALrの 助言 などの影響 を受け交流会 を成功 させ たいとい う意欲や英語を使 うことに関する 自信 を

高めてい る。

また、ため らいがちな学習者 を見て、歓迎 の気持ちを表す ことの重要 さに気づいている。

理論記述 ・協働学習では、学習者は、他者 とのかかわ りを通 して活動 を成功 させ る意欲や 自信 を高めた り、自分達に不足 してい る部

分 について気づ き、修正することができる。
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